
【　講　評　】

　例年通り，大問 6 題で出題された．大問Ⅰは 5 問からなる小問集合で，いずれも簡単な問題であるため落とせない．大問Ⅱは

反復試行の確率，大問Ⅲは三角関数で，これも典型的かつ難易度の高くない問題なので，確実に得点したい．大問Ⅳは無限等

比級数の問題で，本学の入試では頻出である．対策ができていたかどうかが問われる問題である．また，大問Ⅴのベクトル，大問

Ⅵの微分法 ・ 積分法（数学Ⅲ）も，典型的かつ難易度の高くない問題なので，確実に得点したい．Ⅰ期と比較して，やや難易度が

下がっていることと，Ⅱ期の募集定員等を考慮すると，8 割以上の得点が目標となるだろう．

【　解　答　】

Ⅰ：小問集合【易】

(1)　 1 ：-， 2 ：1， 3 ：4， 4 ：1　　　(2)　 5 ：2， 6 ：7　　(3)　 7 ：1， 8 ：6

(4)　 9 ：4， 10 ：5　　(5)　 11 ：2， 12 ：0

Ⅱ：確率【やや易】

(1)　 13 ：4， 14 ：0， 15 ：2， 16 ：4， 17 ：3，　(2)　 18 ：1， 19 ：6， 20 ：2， 21 ：4， 22 ：3

Ⅲ：三角関数【やや易】

(1)　 23 ：3， 24 ：3， 25 ：2， 26 ：7　 　　(2)　 27 ：-， 28 ：3， 29 ：3， 30 ：1， 31 ：4，

Ⅳ：数列と極限【標準】

(1)　 32 ：4，　(2)　 33 ：1， 34 ：2， 35 ：1， 36 ：3，　(3)　 37 ：5， 38 ：5， 39 ：1， 40 ：0

Ⅴ：ベクトル【やや易】

(1)　 41 ：1， 42 ：6， 43 ：1， 44 ：9， 45 ：1， 46 ：1， 47 ：8，　(2)　 48 ：3，　

(3)　 49 ：1， 50 ：3， 51 ：2

Ⅵ：微分法・積分法（数学Ⅲ）【やや易】

(1)　 52 ：3， 53 ：2， 54 ：-， 55 ：1， 56 ：2， 　(2)　 57 ：3， 58 ：2， 59 ：3， 60 ：3， 61 ：3
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【　解　説　】

Ⅰ
(1)　方程式を整理すると　　 2x + 04a 1-1 x-4a=0　……①

① の判別式を D とすると，重解をもつとき D=0 であるから，

　　 D= 2
0 1-4a 1 -40 1-4a =0 

　　 2
0 1+4a 1 =0　　　+　 a=-

1

4

このときの ① の重解は　　 x=
-0 1-4a 1

2
=1

(2)　円の中心 C 0 11，2  と直線 x-y-1=0 の距離を d とすると

　　　 d=
--1 2 1

U2
=U2

AB の中点を M とすると， CM5AB であるから，三平方の定理により

　　　 
AB

2
=U -2CA 2d =U -23 2

0 1U2 =U7

　　　+　 AB=2U7

(3)　 10log 206 =20 10log 6 =200 10log 3 1+ 10log 2

　　　　　　 =2000.4771 1+0.3010

　　　　　　 =200 10.7781

　　　　　　 =15.562 

15(15.562<16 より　　 1510 ( 15.56210 = 206 < 1610

よって， 206  は 16 桁の整数である．

(4)　 a， b は実数であるから，方程式 2x +ax+b=0 は，実数を係数とする 2 次方程式である．

よって， -2+i  を解にもつとき， -2-i  も解に持つから，解と係数の関係により

　　　 -2+i+0-2 1-i =-a， 0-2 1+i 0-2 1-i =b

　　　+　 a=4， b=5

x 

 y

 O
1

-2

4

4

(5)　 xy 平面において， 2
0 1-x 1 + 2

0 1+y 2 (5 の表す領域は，

　右図の斜線部分である．

　　　 2
0 1-x 4 + 2

0 1-y 4 =k　……①

　とおくと， 0 1x，y '0 14，4  であるから， k>0 である．

　よって，① は 0 14，4  を中心とする，半径 Uk  の円を表す．

　k が最小となるのは，領域の境界線 2
0 1-x 1 + 2

0 1+y 2 =5

　と円 ① が外接するときであるから，中心間距離に注目して，

　　　 U +2
0 1-4 1 2

0 1+4 2 =U5 +Uk

　　　 Uk =2U5 　　　+　 k=20
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Ⅱ
A，B の 2 人がじゃんけんを行ったとき，あいこになる事象を P ，勝敗がつく事象を Q とする．

また，あいこになる確率を p ，勝敗がつく確率を q とおくと，

　　　 p=
1

3
 ,   q=

2

3
 

である．

(1)　じゃんけんを 5 回行ってあいこが 3 回となるのは，反復試行の確率より，

　　　　 35C
3p 2q =10

3

8 9
1

3

2

8 9
2

3
=

40

243

(2)　じゃんけんを 5 回行ってあいこがちょうど 3 回連続するのは， 5 回のじゃんけんの結果が次のいずれかになる

　ときである．

　　　(ⅰ)　PPPQ〇　　　　(ⅱ)　QPPPQ　　　　(ⅲ)　〇QPPP

　なお，〇 は事象P，Q のどちらが起こってもよいことを表す．

　これらの確率を求めて足し合わせると，

　　　　 =++･･3p q 1 ･･q 3p q ･･1 q 3p ++
3

8 9
1

3 8 9
2

3 8 9
2

3

3

8 9
1

3 8 9
2

3 8 9
2

3

3

8 9
1

3

=
16

243
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Ⅲ
(1)　加法定理を用いて展開してから，合成すると，

　　　 =f0 1x +sin 8 9+x
p

3
2cos8 9+x

p

6

= ++
1

2
sin x U3

2
cos x 28 9-U3

2
cosx

1

2
sin x

= =+-
1

2
sin x

2U3

2
cos x U7 sin 0 1+x a

 

　ただし， a は cosa=-
1

2U7
 ,   sina =

3U3

2U7
  8

p

2
<a 9<p  を満たす角である。

 O

0 1a  

0a 1+p  

8 9
3
2
p  

1

-1 

　 0(x(p のとき a(x+a(a+p であるから， 

　 f0 1x  が最大となるのは x+a=a  ，つまり

　 x=0 のときで，その最大値は

　　　　 f0 10 =U 7 sina=U7 ･
3U 3

2U7
=

3U3

2

　また， f0 1x  が最小となるのは x+a=
3

2
p ，

　つまり x=
3

2
p-a  のときで，その最小値は

　　　　 f8
3

2
p 9-a =U7 sin

3

2
p=-U7  

(2)　(1) より， f0 1x  が最小となるような x を mx  とすると　 mx =
3

2
p-a  

　よって，

　　　　 =sin2 mx =sin 0 1-3p 2a =-sin 0 1-2a sin 2a

=2sina cosa

= ･･2
3U3

2U7 8 9-
1

2U7

=
-3U3

14
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Ⅳ
一般に，規則的につくる図形の辺の長さや面積は，等比数列になる．

よって △ nA nB nC  の面積 nS  は等比数列であり，公比を r とおく．

A
図から，

CB

1C  

1A  

1B  

p

p

p

1-p

1-p

1-p

　　　 =1S ---△ABC △ 1AB 1C △ 1BC 1A △C 1A 1B

= ---S p0 1-1 p S p0 1-1 p S p0 1-1 p S

= 6 7-1 3p0 1-1 p S

= 0 1+-3 2p 3p 1 S

 

ゆえに r=3 2p -3p+1 であり， nS =S･ nr  である．

(1)　 p=
1

2
 のとき， r=

1

4
 であるから，

　　　　 5S =S･ 5r =4096
5

8 9
1

4
=

4096

1024
=4 

(2)　 p=
1

3
 のとき， r=

1

3
 であるから，

　　　　
=k 1

n

P kS =
=k 1

n

P ･S
k

8 9
1

3
=

S

3
･

-1
n

8 9
1

3

-1
1

3

=
1

2 >1 ?-
n

8 9
1

3
S

(3)　 0<p<1 のとき，

　　　　　 r=3
2

8 9-p
1

2
-

3

4

　よって， -
3

4
(r<1 であるから，無限等比級数は収束して，

　　　　 
=n 1

*

P nS =
rS

-1 r
= 0 1+-1 3p 3 2p S

-3p 3 2p
 

　これが 
2

3
S となるとき，

　　　　 0 1+-1 3p 3 2p S

-3p 3 2p
=

2

3
S

　　　　 1-3p+3 2p =20p 1- 2p

　　　　 5 2p -5p+1=0 　　 + p=
$5 U5

10
 

　これは 0<p<1 を満たす．
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Ⅴ

(1)　G は △LMN の重心であり，OL=
1

2
OA，OM=

1

3
OB，ON=

1

6
OC より，

　　　　 OG=
1

3 0OL+OM 1+ON =
1

3 8
1

2
OA +

1

3
OM 9+

1

6
ON =

1

6
OA +

1

9
OB+

1

18
OC  

(2)　 3 点 O，G，P は同一直線上であるから，(1) よりある実数 k が存在して，次のように表せる．

　　　　OP=kOG=
k

6
OA+

k

9
OB+

k

18
OC　……①

　 4 点 A，B，C，P は同一平面上より，① 式の係数の和は 1 であるから　　
k

6
+

k

9
+

k

18
=1 　　 + k=3 

　よって　 
OP

OG
=k=3 

(3)　四面体 OPAB , OPBC , OPCA は， △PAB , △PBC , △PCA を底面とみると高さは等しいので，

　　　　 1V  : 2V  : 3V =△PAB : △PBC : △PCA   …… ②

　ここで (2) より　 OP=
1

2
OA+

1

3
OB+

1

6
OC 

　始点を P に揃えると　 
1

6
PC+

1

2
PA+

1

3
PB =0   …… ③  

　一般に， △ABC とその内部の点 P に対して， aPA+bPB+cPC=0 のとき

　　　　 △PAB : △PBC : △PCA=a : b  : c  

　であるので，③ より，　　△PAB : △PBC : △PCA=
1

6
 : 

1

2
 : 

1

3
=1 : 3 : 2

　したがって，② より，　　△PAB : △PBC : △PCA=1 : 3 : 2  

t　¦PAB，¦PBC，¦PCAの面積比は，次のように調べてもよい．

(2) より OP=
1

2
OA+

1

3
OB+

1

6
OC であるから，始点を A にそろえると

　　　 AP-AO=-
1

2
AO +

1

3 0AB 1-AO +
1

6 0AC 1-AO

　　　 AP=
1

3
AB+

1

6
AC=

+2AB AC

3
･

1

2

A
AD=

+2AB AC

3
 とおくと，点 D は辺 BC を 1：2 に内分する点であり，点 P は辺 AD の中点である．

B C
D

P

 

よって，　 △PAB =
BD

BC
･

AP

AD
△ABC=

1

3
･

1

2
△ABC=

1

6
△ABC，

　　　　　 △PBC=
PD

AD
△ABC=

1

2
△ABC，

　　　　　 △PCA=
CD

BC
･

AP

AD
△ABC=

2

3
･

1

2
△ABC=

1

3
△ABC

であるから，　△PAB : △PBC : △PCA=
1

6
△ABC : 

1

2
△ABC : 

1

3
△ABC=1 : 3 : 2 
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Ⅵ

(1)　 f0 1x =
-2x 3x

+2x 3
 のとき，

　　　　 f0 1x =
-0 1+2x 3 0 1+3x 3

+2x 3
=1-

30 1+x 1

+2x 3
 

　よって，

　　　　 f-0 1x =-3･
-･1 0 1+2x 3 ･0 1+x 1 2x

2
0 1+2x 3

=
30 1+x 3 0 1-x 1

2
0 1+2x 3

 

　 f-0 1x =0 とすると x=-3 ,  1  

　ゆえに f0 1x  の増減は次のようなる。

　　　　

x … -3 …  1 …

f-0 1x   + -0 - 0 + 

f0 1x 9 極大 : 極小 9

 

　したがって，

　　　　極大値 f0 1-3 =
3

2
，　極小値 f0 11 =

-1

2
 

(2)　 f0 1x =
-2x 3x

+2x 3
=0 とすると，

　　　　 x0x 1-3 =0  　　 + x=0，3  

　また 0<x<3 のとき， f0 1x <0 である．

　よって，求める面積を S とすると，

　　　　 =S =Q 0

3

-f0 1x dx =Q 0

3

> ?-
30 1+x 1

+2x 3
1 dx Q 0

3

8 9-+
3x

+2x 3

3

+2x 3
1 dx

= +
0

3

< =-
3

2
log 0 1+2x 3 x 3Q 0

3 1

+2x 3
dx

= +-3log 2 3 3Q 0

3 1

+2x 3
dx

　 Q 0

3 1

+2x 3
dx について， x=U3 tanh   8-

p

2
<h 9<

p

2
 とおくと

　　　　 dx= U 3
2cos h

dh  　　 

x 0  .  3

h  0 . 
p

3

 

　ゆえに，

　　　　 Q 0

3 1

+2x 3
dx=Q 0

p

3 1

30 1+2tan h 1
･ U3

2cos h
dh=

1

U3 Q 0

p

3

dh= U3

9
p 

　したがって，

　　　　 =S +-3log 2 3 ･3 U3

9
p

= -+3log 2 U 3

3
p 3
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